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東急不動産株式会社 

J-REIT資産規模 
 物件数：3,061件 (前月3,033件)   

 資産総額 （取得金額ベース）： 13兆6,836億円（前月13兆5,879億円） 

 資産総額（鑑定評価額ベース）： 13兆8,104億円（前月13兆6,860億円） 

 投資法人：52投資法人（前月51投資法人） 2015年6月末日現在 

Ⅰ．投資口の動向 

Ⅰ.投資口の動向（2015年６月） 

◆ 株価の動向  

 ６月前半は、米国の年内利上げ観測の高まりにより円安が進行したが、黒田日銀総裁の円安牽制発言等が嫌

気されて、株価は下落基調で推移した。後半には、ギリシャ債務問題に対する楽観的な見方・悲観的な見方が

交錯する中で株価の変動幅が大きくなり、６月２４日には日経平均株価が２０,８６８円を記録してＩＴバブル

期の高値を超えたものの、月末にはギリシャ金融支援協議の決裂を受けて株価は急落して６月の取引を終えた。 

 月末の日経平均株価は ２０,２３５.７３円（前月末比  －１.５９％）   

◆ ＲＥＩＴ指数の動向 

  ６月前半のＪ－ＲＥＩＴ指数は、国内外の長期金利の上昇や新規上場・公募増資による需給悪化懸念から軟

調に推移した。後半には、ギリシャ債務問題に影響された国内外の株式市場が、変動幅を拡大しながら上昇・

下落を繰り返すのに伴って、Ｊ－ＲＥＩＴ指数も上昇・下落を繰り返し、月末には株価と同様に大きく下落し

て６月の取引を終えた。 

 月末の東証ＲＥＩＴ指数（配当込）は ３,１５７.６９（前月末比  －３.０８％） 

 
Ⅱ.運用時ＮＯＩ利回り：5.2％（前月5.3％） 

 ◆エリア別      

  港・中央・千代田区：4.5％（前月4.5％） 地方：6.0％（前月6.0％） 

 ◆アセットタイプ別    

  オフィス：5.1％（前月5.1％） 共同住宅：5.2％（前月5.2％） 

Ⅲ.取得の動向：     32件（前月30件） 

Ⅳ.売却の動向：       4件（前月 9件） 

◆ ケネディクス株式会社（東京都中央区）は、ジャパン・シニアリビング投資法人の投資口について、６月２５日に東京

証券取引所より上場の承認を得た旨を公表した。有料老人ホーム等のシニアリビング施設、並びに病院・医療モール等のメ

ディカル施設を主たる投資対象としたヘルスケア施設特化型のＪ-ＲＥＩＴで、上場予定日は７月２９日。 

◆ ２０１５年６月１６日付で、ＭＩＤリート投資法人が商号を変更し、MCUBS MidCity投資法人となった。 
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各利回りと件数は前月と比較して 

上昇：赤、横ばい：黄色、低下：緑で表示しております。 
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